
小菅村地域林政アドバイザー 

大野　航輔 

2025年3月6日（木）13:30～16:00 
小菅村役場2F会議室

QGIS,Avenza 勉強会 

QGISとスマホを用いた 

現場情報の取得と活用



今日の 目標
1. QGISで「自分が欲しい」地図を作成する。 

2. 地図をGEO PDFにする。 

3. PDFデータを、スマホのAvenzaアプリで読み込む。 

4. Avenzaを使って、現地で「欲しい」情報を記録する。



プログラム
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【前半】 

座学　「QGISとは何か？その面白さとは？スマホとの連携」 

時間：13:30～15:00 

場所：小菅村役場2階会議室 

【後半】 
実習「実際に現場でデータを取得する」 

時間：15:00～16:00 

場所：小菅村中学校グラウンド



なぜ、 Q G I S ？  

その面白さとは ？
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なぜ 、 Q G I S を 使うの か ？
自分が現場で直面した、以下の課題を解決したかったから。 

小班の場所を地図で確認したい。 

確認した場所を山主さんに伝達したい。 

小班の境界をスマホで、現場で確認しながら、測量をしたい。 

現場で確認した情報を、地図に反映したい。 

経営計画作成時に必要な地図を作成したい。 



現在、どのよ うな地図を作 成しているのか？



実際に 使うこ とで、ど の ような利点があったのか ?

自分で山林情報を把握することで、計画を管理しやすくなった。 

山主さんへの説明、契約時に具体的な情報を提示できるようになっ
た。それによって、お互いに理解度のレベルが向上した。 

計画図の境界を、現場で即座に確認しながら測量が出来ることで、
安心して測量が出来るようになった。 

現場の情報を写真やトラックデータで記録し、GISへ反映すること
で、記録に基づいた資料作成や提案、計画が行えるようになった。 



便 利だが 、 課題はある。
便利なQGISでも、課題があった。それは、現場で、スマホで、デー
タを確認すること。実はこれが以外と難しい。 
QGISで地図を作成しても、現場でデジタルデータを確認出来ないた
め、印刷した紙か、写真をスマホで表示していた。 
しかし、この方法だと、現在地を正確に把握することが出来ない。
ジオグラフィカなどの位置情報アプリを利用しても、作成したGIS
データと重ねて確認することが出来ない。 
地図とモバイルを連携して、現場で確認するソフトはあるが、費用が
高かった。mapryでもQGISデータを表示することは出来ない。 
GISデータと位置情報を重ねて確認できれば、境界や地点の正確な把
握が可能になる。どうするか？



現 時 点でのベストメソッド
個人的な結論としては、QGIS・Avenzaの組み合わせがベスト。 
他には、iGIS、QField等がある。いずれも利用してきたが、同期の
方法が難しかったり、直感的に使いにくいなど課題があった。 
Avenzaは無料であり、QGISで作成した地図を簡単に読み込み、位
置情報と同期できる点が秀逸。ただし、取得したデータをQGISへエ
クスポートするためには、課金が必要。



取得したデータshpでエクスポートするためには、 
159ドル/年（23,888円/年、1,990円/月）



Q G I S ,  A v e n z a ,  G o o g l e E a r t h  P r o



浅間トレイル 3 D 動画



山 主 さん へ の直感的な説明



どのように学習し た の か ？
独学で学習した。2016年、道志村で森林経営計画を作成する際、事前調
査を行うために、森林整備地域活動支援交付金を利用した。その際、境界
確認や計画図を作成するためにGISの学習を始めた。今から10年前とな
る。 
最初は手間取り、時間がかかった。書籍を購入し、Webで調べながら一
つ一つ、作業の手順を覚えていった。当時は、GarminのGPSを利用し
て、現場の情報を取得し、事務所に戻ってからPCへ反映していた。測量
ではデジタルコンパス、ポケットコンパスを併用した。測量データをPC
へ手入力して結果を確認しても、精度を達成出来ず何度も測量を行い苦労
した。現在はmapryを使い、かなり省力化できたが、精度が不安定なの
が課題。 
QGISの作業はChatGPT、Geminiに聞きながら、細かい箇所はWebサ
イトを検索しながら進めるのが効率が良い。



Q G I S 活用マニュアル

「林野庁」「QGIS」で検索



Q F i e l d と の 連携方法

「林野庁」「QGIS」で検索



紙地図 のデー タ化

「林野庁」 
「ジオリファレンサ」で検索



登山道地図デ ジタル 化



実際にやって み よ う。
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作業の 手順
1 　PCでQGISを開く。 
2 　CRSを設定する。 
3 　本日使う練習用のデータをダウンロードする。 
4    データをPCに保存する。（フォルダ作成） 
5 　QGISのパネルへ入れる。 
6 　地図が反映されたことを確認する。 
7 　地図をGEOPDF化する。 
8 　PDFデータをスマホへ転送する。（クラウドが一番簡単） 
9 　Avenzaでデータを読み込む。 
10  Avenzaで地図を表示する。 
11  現場で使ってみる。 
　（トラックの取得、ピンをドロップ、写真を格納する） 

データ参照先



A v e n z a デ ー タイン ポ ー ト


